
当院で可能な骨密度・体組成検査

当院では、「骨粗しょう症の予防と治療ガイドライン」で推奨されている2重エネルギーX線吸収（DXA）
法を用いて、腰椎と大腿骨の骨密度を測定します。骨密度値は、単位面積(cm2)あたりの骨量(g)として算
出されます（単位：g/cm2）。若年成人データ（腰椎の場合は20-44歳、大腿骨近位部の場合は20-29歳）
との比較、同年齢データとの比較で評価します。

・骨密度測定

・体組成測定（体組成のみの測定はできません。骨密度測定も同時に行います。）

2重エネルギーX線吸収（DXA）法を用いることで、骨密度だけでなく、体組成を測定することもできます。
微量なX線を全身に照射することで全身の脂肪や骨・筋肉の量とその分布を測定することができます。
DXA法は精度が高く、被ばく量が少ないため、スクリーニング検査に適しています。
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